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国
道
沿
い
の
林
の
中
に
広
が
る
手
の
届
く
国
史
跡

　

千
歳
駅
か
ら
国
道
337
号
線
を

長
沼
町
に
向
か
い
約
10
㎞
、
道

東
自
動
車
道
の
千
歳
東
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
越
す
と
す

ぐ
、
国
道
に
せ
ま
る
林
の
中
に

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
位
置
し
ま

す
。《
馬
追
丘
陵
》
西
側
の
ふ

も
と
、
標
高
15
～
20
ｍ
の
緩
斜

面
上
に
広
が
る
、
８
つ
の
大

き
な
円
形
の
く
ぼ
み
は
、
縄

文
時
代
後
期
後
半
（
紀
元
前

１
２
０
０
年
ご
ろ
）
に
造
ら
れ

た
、北
海
道
固
有
の
《
集
団
墓
》

で
す
。

　

古
代
の
縄
文
人
は
、
地
面
を

円
形
に
掘
り
下
げ
、
ド
ー
ナ
ツ

状
に
土
を
盛
っ
た
《
周
堤
》
に

囲
ま
れ
た
区
画
の
中
に
、
た
く

さ
ん
の
お
墓
を
造
り
、
遺
体
を

埋
葬
し
ま
し
た
。

　

周
堤
を
含
む
く
ぼ
み
の
大
き

さ
は
直
径
30
～
75
ｍ
。
く
ぼ
み

の
底
か
ら
周
堤
の
上
ま
で
の
高

さ
は
０
・
５
～
５
・
４
ｍ
。
造
成

に
よ
る
土
の
推
定
移
動
量
は
、

最
大
で
３
４
０
０
㎥
に
達
す
る

と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
縄
文
人

の
労
力
を
考
え
る
と
驚
き
で
す
。

　　

こ
の
《
周
堤
墓
》
は
、
一
部

が
道
東
と
芦
別
市
に
あ
る
ほ
か

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
を
横
断
す

る
現
在
の
国
道
337
号
は
、
今
か

ら
130
年
近
く
も
前
の
１
８
９
０

年
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
時
か
ら
こ
の
場
所
に
大
き

な
く
ぼ
み
が
存
在
す
る
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

道
路
は
《
由
仁
街
道
》
と
呼
ば

れ
た
交
通
の
要
で
し
た
。

　

明
治
時
代
の
歴
史
家
・
河
野

常
吉
は
、こ
の
く
ぼ
み
を《
チ
ャ

シ
の
跡
》
だ
と
考
え
ま
し
た
。

「
チ
ャ
シ
」
と
は
、
ア
イ
ヌ
の

人
た
ち
が
造
っ
た
砦
、
祭
り
の

場
、
見
張
り
台
な
ど
多
様
な
機

能
を
も
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

は
、
大
部
分
が
千
歳
、
恵
庭
、

苫
小
牧
の
石
狩
低
地
帯
に
集
中

し
、
道
内
の
８
割
以
上
が
、
千

歳
地
区
に
分
布
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
周
堤
墓
は
千
歳
で
発
祥

し
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
規
模

の
大
き
な
周
堤
墓
が
群
集
し
、

現
在
で
も
地
表
か
ら
そ
の
形
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も

の
と
し
て
、
１
９
７
９
年
に
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

チ
ャ
シ
で
は
な
い
と
の
説
も

あ
り
ま
し
た
が
、
１
９
３
０
年

（
昭
和
５
年
）
に
は
史
蹟
名
勝

天
然
記
念
物
保
存
法
に
よ
っ
て

《
史
蹟
チ
ャ
シ
》
と
し
て
仮
指

定
を
受
け
ま
し
た
。

　

１
９
６
４
年
７
月
に
、
は
じ

め
て
千
歳
市
教
育
委
員
会
に

よ
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
の
《
第
１
号
周
堤
墓
》

の
中
心
か
ら
周
堤
に
か
け
て

幅
１
～
２
ｍ
、
長
さ
33
ｍ
の
細

長
い
溝
を
掘
り
、
67
㎡
を
調
査

し
た
結
果
、
中
心
付
近
に
５
基

の
《
墓
穴
》
が
、
ま
た
第
４
号

墓
か
ら
は
墓
標
と
考
え
ら
れ
る

《
立
石
》
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
に
よ
り
、
周
堤
墓

は
ア
イ
ヌ
の
人
が
造
っ
た
チ
ャ

シ
で
は
な
く
、《
縄
文
時
代
の

墓
》
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

の
で
す
。

　

実
に
、
由
仁
街
道
に
よ
っ
て

分
断
さ
れ
て
か
ら
74
年
が
経
過

し
た
年
で
し
た
。

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
に

思
い
を
馳
せ
る

世
界
文
化
遺
産
推
薦
候
補

第 

２ 

特 

集 

今
年
７
月
19
日
、
文
化
審
議
会
世
界
文
化
遺
産
部
会
が
文
化
庁
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
平
成
30
年
度
の
世
界
文
化
遺
産
の
推
薦
候
補
に

《
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
》
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
中
央
地
区
に
広
が
る
国
史
跡
《
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
》
は

そ
の
構
成
資
産
の
一
つ
で
、
千
歳
に
も
《
世
界
遺
産
》
が
誕
生
す
る

可
能
性
が
、
一
段
と
高
ま
り
ま
し
た
。

第
２
特
集
で
は
、
遺
跡
の
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

《
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
》
の
姿
を
お
さ
ら
い
し
ま
す
。

鈴木 大臣が
キウス周堤墓群
を視察しました

８月１日に、東京オリンピック・パラリンピック担当大臣の鈴木 
俊一氏は、「北海道・北東北を中心とした縄文遺跡群」世界遺産
登録推進議員連盟の会長として、千歳市を訪問。埋蔵文化財セン
ターとキウス周堤墓群の１号・２号周堤墓を視察されました。

市の職員の説明に熱心に耳を傾ける鈴木大臣

キウス周堤墓群

長都駅

千歳駅
サッポロ
ビール庭園駅

恵庭駅

新千歳空港

南千歳駅

千歳東ＩＣ

千歳ＩＣ

新千歳空港ＩＣ

千歳ＪＣＴ

国道337

国道36

道央自動車道

道東自動車道

埋蔵文化財センター

第６号

第４号
第１号

第３号

第２号

第５号

第 12 号

第 11 号

国道 

337

←
至
長
沼
町

至
千
歳
市
街
→

…史跡指定範囲

5.4m（第２号周堤墓）

周堤墓の断面イメージ

駐車場

※青看板が
入り口の目印

■キウス周堤墓群
史跡指定面積：4.9ha ／中央地
区はかつて「キウス」と呼ばれ

※北海道立埋蔵文化財センター調査報告書より

発見当時の《立石》

【第２特集】

国
道
が
中
央
を
通
る

周
堤
墓
群

《第 1 号周堤墓》の大きさを表す写真

ていました。「キウス」とはアイヌ語で「キ・ウシ」（カ
ヤ・群生する所）という意味です。 現在、台風 21 号
による倒木のため、一部立ち入りを制限しています。



現時点の日本の世界遺産（22 件）
■
文
化
遺
産

平泉：建築・庭園、考古学
的遺跡群／岩手県

■
文
化
遺
産

法隆寺地域の仏教建造物
／奈良県

富士山：信仰の対象と芸術
の源泉／静岡・山梨県

姫路城
／兵庫県

富岡製糸場と絹産業遺産群
／群馬県

古都京都の文化財
／京都府・滋賀県

明治日本の産業革命遺産 製
鉄・鉄鋼、造船、石炭産業／
福岡・佐賀・長崎・熊本・鹿
児島・山口・岩手・静岡県

白川郷・五箇山の合掌造
り集落／岐阜・富山県

ル・コルビュジエの建築作
品／東京都ほか 7 か国

原爆ドーム
／広島県

「神宿る島」宗像・沖ノ島
と関連遺産群／福岡県

厳島神社
／広島県

長崎と天草地方の潜伏キリシ
タン関連遺産／長崎・熊本県

古都奈良の文化財
／奈良県

■
自
然
遺
産

白神山地
／青森県・秋田県

日光の社寺
／栃木県

屋久島
／鹿児島県

琉球王国のグスク・関連
遺産群／沖縄県

知床
／北海道

紀伊山地の霊場と参詣道
／三重・奈良・和歌山県

小笠原諸島
／東京都

石見銀山遺跡とその文化
的景観／島根県
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行
っ
て
い
ま
す
（
２
０
１
３
年

か
ら
）。
国
史
跡
指
定
範
囲
の

周
辺
部
で
、
部
分
的
に
発
掘
調

査
を
行
い
、
遺
構
や
遺
物
の
有

無
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

遺
物
が
出
土
し
ま
す
。
な
か

で
も
土
で
作
っ
た
土
器
と
石
で

作
っ
た
石
器
は
、
木
や
植
物
で

作
っ
た
木
製
品
・
繊
維
製
品
や

骨
、
角
で
作
っ
た
骨
角
器
と
は

異
な
り
、
何
千
年
た
っ
て
も
腐

ら
ず
に
残
り
ま
す
。

　

特
に
お
墓
は
、
埋
葬
者
の
性

別
、
集
団
生
活
に
お
け
る
位
、

あ
る
い
は
観
念
な
ど
の
個
人
的

な
生
活
様
態
や
そ
れ
を
取
り
巻

く
社
会
的
様
式
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
大
規

模
な
土
木
工
事
を
行
わ
な
い
と

さ
れ
る
縄
文
人
が
遺
し
た
、
世

界
的
に
も
希
な
遺
跡
で
あ
り
、

古
代
の
千
歳
の
民
の
く
ら
し
や

思
想
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら

も
、私
た
ち
が
そ
の
姿
を
守
り
、

後
世
へ
と
受
け
継
ぐ
べ
き
千
歳

固
有
の
遺
産
な
の
で
す
。

　
《
世
界
遺
産
》
と
は
、
地
球

の
生
成
と
人
類
の
歴
史
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
、
過
去
か
ら
現

在
へ
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
か

け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。
現

在
を
生
き
る
世
界
中
の
人
々
が

過
去
か
ら
引
継
ぎ
、
未
来
へ
と

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
類
共
通
の
遺
産
で
す
。

　

１
９
７
２
年
、
ユ
ネ
ス
コ

総
会
で
採
択
さ
れ
た
《（
通
称
）

世
界
遺
産
条
約
》
は
、
文
化
遺

産
や
自
然
遺
産
を
損
傷
、
破
壊

な
ど
の
脅
威
か
ら
保
護
し
、
保

存
し
て
い
く
た
め
に
、
国
際
的

　

２
５
０
０
年
ほ
ど
前
に
噴
火

し
た
樽
前
山
の
火
山
灰
よ
り
下

層
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
縄
文

時
代
後
期
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ

る
周
堤
墓
で
は
、
さ
ら
な
る
発

掘
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

　

第
１
号
周
堤
墓
に
次
い
で
、

翌
１
９
６
５
年
に
は
《
第
２
号

周
堤
墓
》
の
中
心
付
近
で
48
㎡

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
新
た

に
墓
穴
が
１
基
見
つ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
お
墓
は
８
個
の
石
に

囲
ま
れ
た
特
徴
的
な
も
の
で
、

墓
の
ま
わ
り
か
ら
は
土
偶
の
破

片
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

同
年
、
国
道
337
号
の
拡
幅
工

事
が
行
わ
れ
た
際
に
も
、
４
号

周
堤
墓
の
北
側
外
縁
か
ら
、
さ

ら
に
１
基
の
墓
穴
が
見
つ
か

り
、
そ
の
中
か
ら
副
葬
さ
れ

た
《
石
棒
》
が
発
掘
さ
れ
ま
し

た
。
石
棒
は
頁
岩
か
ら
作
ら
れ

た
も
の
で
、
長
さ
57
㎝
、
重
さ

710
ｇ
、
両
頭
部
に
は
線
刻
模
様

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
は
、

１
９
７
７
年
に
、《
磨
製
石
棒
》

と
し
て
、
有
形
文
化
財
に
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
遺
跡
の
広
が
り

を
確
認
す
る
た
め
の
調
査
を

【第２特集】

な
協
力
お
よ
び
援
助
の
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。
条
約
締
結
国
は
193

か
国
で
、
日
本
は
１
９
９
２
年

に
条
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
に
は
、
建
物
や
記

念
物
、
遺
跡
な
ど
の
《
文
化
遺

産
（
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

な
ど
）》、
地
形
や
地
質
、
生
態

系
な
ど
の
《
自
然
遺
産
（
ア
メ

リ
カ
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン

な
ど
）》、
両
方
の
性
質
を
も
つ

《
複
合
遺
産（
ペ
ル
ー
の
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
な
ど
）》
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
の
発
掘
作
業
と

縄
文
人
の
生
活
に
根
ざ
す
周
堤
墓
と
し
て
の
価
値

世
界
遺
産
の
あ
ら
ま
し
と

《
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
》
の
位
置
づ
け

《
北
海
道
・
北
東
北
の
縄

文
遺
跡
群
》
は
、
津
軽

海
峡
を
挟
む
北
海
道
・
北
東
北

に
お
い
て
、
縄
文
時
代
の
各
時

期（
草
創
期
、早
期
、前
期
、中
期
、

後
期
、晩
期
）に
お
け
る
、人
々

の
生
活
跡
の
実
態
を
示
す
遺
跡

（
集
落
跡
、貝
塚
、低
湿
地
遺
跡
）

や
、祭
祀
や
記
念
物（
環
状
列
石
、

周
堤
墓
）で
構
成
さ
れ
た
17
遺

跡
か
ら
な
る
遺
跡
群
で
す
。

　

も
と
も
と
は
２
０
０
６
年
に

文
化
庁
に
提
出
さ
れ
た
《
青
森

県
の
縄
文
遺
跡
群
》
と
《
秋
田

県
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
》
が

始
ま
り
で
す
が
、
翌
２
０
０
７

年
の
北
海
道
・
北
東
北
知
事
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
４
道
県
の

共
同
提
案
に
よ
り
、
現
在
の
名

称
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
４

道
県
の
横
断
的
な
推
進
役
を

担
う
《
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺

産
登
録
推
進
本
部
》
に
よ
り
、

２
０
１
２
年
12
月
に
、
そ
の
一

つ
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

2006

　

２
０
１
２
年
か
ら
今
日
ま

で
、
世
界
遺
産
登
録
推
進
本
部

は
、
毎
年
、
文
科
省
が
世
界
遺

産
登
録
機
関
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ

に
縄
文
遺
跡
群
を《
文
化
遺
産
》

と
し
て
推
薦
す
る
よ
う
、《
推

薦
書
の
素
案
な
ど
》
を
提
出
し

て
き
ま
し
た
が
、度
重
な
る《
見

送
り
》
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
７
月
19
日
に

開
催
さ
れ
た
文
化
庁
の
文
化
審

議
会
世
界
文
化
遺
産
部
会
で
、

縄
文
遺
跡
群
は
《
推
薦
候
補
》

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
年
の
歳
月
を
経
た
《
推
薦

候
補
選
定
》
の
朗
報
は
、「
千

歳
の
世
界
遺
産
」
に
近
づ
く
大

き
な
一
歩
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　　

今
後
、国
は
、同
時
期
に
《
自

然
遺
産
》
と
し
て
の
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
す
《
奄
美
大
島
、

徳
之
島
、
沖
縄
県
北
部
、
西
表

島
／
鹿
児
島
・
沖
縄
県
》
と
の

二
者
択
一
に
よ
り
、
来
年
２
月

ま
で
に
候
補
を
絞
り
込
み
、
ユ

ネ
ス
コ
に
対
し
正
式
な
推
薦
書

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ユ
ネ
ス
コ
で
の
審

議
の
結
果
、
登
録
の
可
否
が

決
定
さ
れ
る
の
は
最
短
で
も

２
０
２
０
年
。
も
ろ
手
を
挙
げ

て
喜
ぶ
に
は
、
ま
だ
時
期
尚
早

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
機
に
、
私

た
ち
の
ま
ち
・
千
歳
に
も
、
世

界
遺
産
に
通
じ
る
《
守
る
べ
き

遺
産
》
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
ま
せ
ん
か
。
古
代
か
ら
た
ど

る
千
歳
の
《
記
憶
》
を
知
る
こ

と
は
、
後
世
へ
と
受
け
継
ぐ
、

ま
ち
そ
の
も
の
を
守
る
こ
と
で

も
あ
る
は
ず
で
す
。

世
界
遺
産
へ
の

長
き
み
ち
の
り

北海道・北東北の
縄文遺跡群の分布図

1. キウス周堤墓群 : 千歳市／２. 北
黄金貝塚 : 伊達市／ 3-4. 入江・高
砂貝塚 : 洞爺湖町／ 5. 大船遺跡 : 函
館市／ 6. 垣ノ島遺跡 : 函館市／ 7. 大
平山元遺跡：外ヶ浜町／ 8. 田小屋
野貝塚 : つがる市／ 9. 亀ヶ岡石器
時代遺跡 : つがる市／ 10. 三内丸山
遺跡 : 青森市／ 11. 大森勝山遺跡 :
弘前市／ 12. 小牧野遺跡 : 青森市／ 13. 二ツ森貝塚 : 七戸町
／ 14. 是川石器時代遺跡 : 八戸市／ 15. 御所野遺跡 : 一戸町
／ 16. 大湯環状列石 : 鹿角市／ 17. 伊勢堂岱遺跡 : 北秋田市

縄文遺跡群のあゆみ

文化庁《暫
※

定一覧表》への記載
を自治体からの提案方式に変更
文化庁へ《青森県の縄文遺跡
群》、《秋田県のストーンサーク
ル》の提案書提出

・

・

2007 北海道・北東北知事サミットで
4 道県の共同提案正式合意
資産名称を《北海道・北東北の
縄文遺跡群》に決定、文化庁へ
提案書提出

・

・

2008 文化庁の文化審議会文化財分科
会で暫定一覧表への記載決定

・

2009 ユネスコ世界遺産委員会で《世
界暫定一覧表》への記載決定

・

縄文遺跡群世界遺産登録推進本
部などの機関設置

・

2012 《キウス周堤墓群》ほか２遺跡
が縄文遺跡群の構成資産に追加

・

2013
2014
2015
2016
2017

2018 文化庁の文化審議会世界文化遺
産部会で世界文化遺産推薦候補
に選定

・

この間、毎年文化庁へ《世界遺
産登録推薦書の協議案・素案な
ど》を文化庁へ提出するも、ユ
ネスコへの推薦は《見送り》

※【暫定一覧表】自治体の提案を受け、
文化庁が一覧への記載を審査・選定す
る。いわば推薦候補予備軍の管理台帳。

◆埋蔵文化財センター
の来館者が増えています

推薦候補に選定されて以来、
道内外からの来館者が増え
ています。センターでは、
２万年にわたる千歳の歴史
を語る文化財を研究し、大
切に保管しています。常設
展示もご覧いただけます。

旧・長都小中学校を改装して
再利用した市の施設です。

記事の詳細や文化財に関するお問い合わせ先

 教委  埋蔵文化財センター／長都42-1
( ▪ＦＡＸ (24)4210 ／▪∨ｅmaibun@city.chitose.lg.jp

■ 第１号周堤墓から出土した土器■ 市指定有形文
化財《磨製石棒》。
両端には模様が
刻まれています。

縄文遺跡群の
ロゴマーク


